
部
科
学
省
で
は
、
学
習
障
害

（
Ｌ
Ｄ
）
、
注
意
欠
陥
／
多
動

性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
、
高
機
能
自

閉
症
な
ど
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
指

導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
最
終
報
告
で
は
、
「
障
害
の

程
度
に
応
じ
特
別
の
場
で
指
導
を
行

う
『
特
殊
教
育
』
か
ら
、
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
教
育
的
支

援
を
行
う
『
特
別
支
援
教
育
』
へ
の

転
換
を
図
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
の
考
え
に
つ

い
て
、
転
換
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
平
成
19
年
度
か
ら
、
「
特
別
支
援

教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
と
は

こ
れ
ま
で
の
特
殊
教
育
の
対
象
の

障
害
だ
け
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習

障
害
）
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
／

多
動
性
障
害
）
、
高
機
能
自
閉
症
を

含
め
て
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自

立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
そ
の
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、
そ
の
も
て
る
力
を
高
め
、
生
活

や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服

す
る
た
め
に
、
適
切
な
教
育
や
指
導

を
通
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。

今
ま
で
は
…
…
…

現
在
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
教
育
は
、
大
き
く
３
つ
の
仕

組
み
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①

盲
・
聾
・
養
護
学
校

②
特
殊
学
級
（
普
通
小
・
中
学
校
に

設
け
ら
れ
る
）

③
通
級
指
導(

通
常
の
学
級
に
在
籍

し
な
が
ら
一
部
通
っ
て
く
る)

特
別
支
援
教
育
へ
の

転
換
す
る
背
景
は

近
年
、
全
国
的
に
各
学
校
で
は
、

盲
・
聾
・
養
護
学
校
及
び
小
・
中
学

校
の
特
殊
学
級
の
在
籍
者
並
び
に
通

級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童

生
徒
の
総
数
の
占
め
る
比
率
は
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ

Ｄ
（
学
習
障
害
）
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
）
、
高
機
能

自
閉
症
な
ど
の
特
別
な
教
育
的
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
、
文
部
科
学
省
が
平
成
１４
年
に
実

施
し
た
全
国
実
態
調
査
の
結
果
で

は
、
約
６
％
程
度
の
割
合
で
通
常
の

学
級
に
在
籍
し
て
い
る
可
能
性
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
殊
教
育
を
取
り
巻
く
最
近
の
動

向
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
障
害
の
重

度
・
重
複
化
や
多
様
化
、
よ
り
軽
度

の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

や
早
期
か
ら
の
教
育
的
対
応
に
関
す

る
要
望
の
高
ま
り
、
高
等
部
へ
の
進

学
率
の
上
昇
、
卒
業
後
の
進
路
の
多

様
化
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か

文
部
科
学
省
の
最
終
報
告
で
は
、

柔
軟
で
弾
力
的
な
制
度
の
再
構
築
、

教
員
の
専
門
性
の
向
上
と
関
係
者
・

機
関
の
連
携
に
よ
る
質
の
高
い
教
育

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
め
ざ
し

て
主
に
次
の
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

①
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
つ
い
て
個
別
の
教
育
支
援

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

②
盲
・
聾
・
養
護
学
校
は
も
と
よ

り
小
・
中
学
校
に
特
別
教
育
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
。

③
行
政
部
局
間
の
連
携
の
た
め
の

広
域
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
都
道

府
県
に
設
置
す
る
こ
と
。

④
地
域
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
の
教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
な
役

割
を
果
た
す
学
校
と
し
て
の
盲
・

聾
・
養
護
学
校
を
特
別
支
援
学
校
に

転
換
す
る
こ
と
。

⑤
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
殊
学

級
や
通
級
の
指
導
の
制
度
を
、
通
常

の
学
級
に
在
籍
し
た
上
で
必
要
な
時

間
の
み
、
「
特
別
支
援
教
室
」
の
場

で
特
別
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
制
度
に
一
本
化
す
る
こ

と
。洞

爺
湖
町
の
学
校
で
は

今
後
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か

町
内
の
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援

教
育
の
推
進
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

の
適
切
な
就
学
指
導
を
行
う
た
め
の

町
就
学
指
導
委
員
会
の
中
に
、
関
係

機
関
や
地
域
の
連
携
協
力
を
図
る
た

め
の
「
特
別
支
援
連
携
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
並
び

に
高
等
養
護
学
校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
保
健
師
、
専
門
職
員
な
ど
で

構
成
さ
れ
る「
町
の
専
門
家
チ
ー
ム
」

が
、
学
校
で
は
具
体
的
な
個
別
教
育
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